
学校教育目標 「進んで学び，心豊かで，たくましく生きる子どもの育成」

明治９年開校 創立１４４年 令和２年６月３０日号

～世帯配付～

６年生児童によるフロンティア運動会大成功！
テーマ～最初で最後の『フロンティア運動会』

みんなの力で光かがやけ～

「４校統合後最初で，小学校生活最後の特別な運動会であり，自分たちで切り開くフロンティア精神

をもった運動会であること。六年生全員の力を結集させて，本来の「コロナ（光冠）」のように明る

くかがやこう」という気持ちでテーマを決めたそうです。たのもしい最上級生です

１年生友情出場 堂々の行進 ５０メートル走

花を添えてくれました。

よさこい よさこい 初めて見るよさこいに

「かっけー！！」と興奮の

１年生たち

借り物競走

盛り上がった応援合戦 「会場で一番笑顔がすてきな人」 白熱の綱引き

教頭先生，上機嫌でゴール！！



６年生が自主的に計画

し，自主的に行ったまさ

にフロンティア精神に満

ちたすばらしい運動会で

した。後輩たちの分もし

っかりとやり抜いてくれ

ました。ありがとう。

６年生！！

おめでとう！！

全員リレー 優勝「赤組」

通知表「あゆみに」ついて その２

前号の「かがやき」でもお知らせしましたが，
今年度から通知表は前期・後期制になります。

コロナウィルスの影響での休業・時差通学，また今後第二波による休業も予想されます。

そのため，授業時数を余裕を持って確保する必要があります。学期ごとに評価するためのテストを行う

時間をとるより，授業そのものを進めておきたい等の実情もあります。しかし，これらは，あくまでき

っかけであり，本来のねらいは，前号でお知らせしたとおりです。

なお，東雲中学校も今年度から前期・後期制を取り入れ，東雲中エリア合同実施ということになりま

す。

７月までの評価については，７月の個人面談で，
よかったところ，課題を口頭でお知らせします。

評価の内容について

（国で定める学習指導要領が改訂になったため４観点から３観点へ）
今まで（４観点） 今年度から（３観点）

関心・意欲・態度 知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現

技能 主体的に学習に取り組む態度

知識・理解

「あゆみ」の観点も国語以外は，上記の３つの観点で，それぞれ「よくできる」「で

きる」「もう少し」で評価します。

国語は，『文字の丁寧さ』や『読書などの状況』もお伝えするので５観点にしてい

ます。

○３・４年生の外国語活動は，文章での評価です。

○５・６年生の外国語は，今年度から教科になったので，他の教科と同じように３観点で，それぞれ

「よくできる」「できる」「もうすこし」で評価します。

○総合的な学習は，３年生以上，文章での評価です。

○道徳も教科になったので，全学年，後期に１回，文章で評価します。

○普段の生活の様子やがんばったことなどは，今まで通り文章でお知らせします。


